研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　　　職　種　　看護師　　　　氏　名　小向由紀

	期　　間　　平成28年10月31日　～　平成28年11月5日

	出張目的　　勤続10年海外研修

	出 張 先　　ハワイ島（ホノルル）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）
＜全体考察＞
ついにハワイへ行く時が来た。準備万端とし、不在中の準備も行い、成田空港へ向かった。グアムの時とは違い、日中の移動である。昼に出発し、飛行機に乗ったのは夜8時。これだけでもへとへとなのに、その後機内で9時間。エコノミー症候群はもちろん、下肢のむくみは半端ない。徹夜明けの体を引きずり、バスにて市内観光へ。夏なのに日本のように蒸し暑さはなく過ごしやすい。南国気分を感じつつ、ホテルへ入る。同じ飛行機には、同じツアーの人は18名と少なかったが、夜の懇談会では、総勢127名と大人数であることが判明した。食事を楽しみ、同じテーブルの人と懇談する。地方もそうだが職種も様々で楽しいひと時である。
翌日は午前中に講演を2つ聴講する。医療制度が全く違い、システムや働き方も様々あると感じる。
昼食後バスにて病院見学へ向かう。小児専門の病院で整形や神経科等の患者を診ている。小児専門のせいか、病院らしさはほとんどなく楽しく病院に来られるような工夫が随所にされていた。
ハワイ人はおおらかで、細かいことをきにしないようである。そしてどこにでもいる中国人。海外で自国以外の人に多く触れ、日本人らしさってなんだろう、と改めて思う。自分たちの良いところを見出し、伸ばしていきたいと思う。それは仕事だけではなく生き方にも通ずるのではないだろうか。
普段食べないようなものを食べ、自分のためだけに時間とお金を使い、
楽しい5日間だった。また、次の旅行を目標に仕事をしていこう。




○1日目
移動日。八戸を昼過ぎに出発し成田空港へ向かう。その後空路9時間かけてホノルル空港へ到着。夜の移動だが機内ではあまり眠れず、パンパンに脚が浮腫む。到着は8時ころ。
同便での同じツアー参加者は18名と少人数だった。その後バスで市内観光へ向かう。移動時はほぼ睡魔に襲われ記憶を失う。カメハメハ大王像も立ち寄ったが、正面での写真撮影は順番待ちであった。その後一行で昼食をとり、ホテルに入るまで自由時間を過ごす。
夕方になり、迎いのホテルで夕食懇談会へ参加。ガーデンビュッフェで、当日はハロウイーンのため仮装グッズを身に着けて参加（全員）。全体では127人ほどの参加者で、食事や生バンドの演奏・フラダンスを観て楽しんだ。
終了頃より通りではハロウイーンのせいか、混雑が始まり夜遅くまで続いていた。

○2日目
9：00よりセミナー開始
・Ｄｒによるアメリカ医療保障制度について
講師：三木絹恵Ｄｒ

アメリカの医療制度のこれまでの動きや、現状の課題。今後大統領が変わった際にやっと軌道に乗り始めた「オバマケア」がどう変わっていくのか、などの内容で講演を行った。
電算化のシステムが進み、あえて届ける必要もなく診療の状況の情報が集約されているとのこと。
＜病院の種類＞

病院：入院は急性期のみで平均在院期間は8日。
次は亜急性期施設で、こちらは90日いられる。1日800ドル程度かかるとのこと。
ナーシングホーム：介護サービスがメインで維持期の施設。
介助付き居住施設（グループホーム）：在宅ケアとナーシングホームの中間。
在宅ケア
ホスピス
＜医療保険＞
メデイケア：政府の保険で65歳以上が対象。ＣＭＳが管理している

メデイケイド：低所得者を対象。州政府が管理。年収制限あり
児童医療保険プログラム
民間医療保険
　企業雇用主が民間保険と契約し従業員に対して医療保険を提供
　個人で直接民間保険プラント契約し保険に加入
＜オバマケア＞
3年の準備期間を経て、2015年より実際に運用が始まっている。段階的に進めてはいるが、最終的に名ゴールは、国民皆保険（に近い状況）を実現する点にある。そのために、①保険加入の義務付け②医療保険取引所の創設③財政的な支援④企業に対する義務付けと支援⑤民間保険プランに対する規制強化⑥メデイケイドの拡張・・・これらを柱として取り組んでいる。また、これらを実践するために電算化（電子カルテ）が必需となる。
大統領が変わることにより、ヘルスケアの方向性も変更される可能性がある。

・ＮＳによる現地の看護制度について
講師：ホービン由佳子

日本人で、日本の看護学校を卒業し保健師の資格も取得。その後数年日本で働いたのち渡米。現地で資格を取り、現在は海軍にも属しＡＰＲＮ(上級看護師)として、ナースプラクテショナ―として活躍している。看護制度の違いや、自分がＡＰＲＮとして活躍していることを講演した。
現地の准看護師：年収410万円
　　　看護師　：年収645万円
　上級看護師　：年収946万円

昼食後、各グループに分かれ視察研修
・シュライナー病院：小児専門病院、病床数は24床。
年間の初診の外来患者数は5000人程度。遠方から来る家族のための宿泊施設も完備。
ハワイ・サモア・トンガ・フイジー・グアム・ミクロネシアなどから来ている。
多民族なため、複数の宗教の礼拝施設も備えている。
小児専門のため、骨折時のギプス複数色あり、処置中も飽きないような工夫がされている。外来診察室には、バイタル測定の機器がパソコンに直結して、記録せずともデータが取り込まれているのには驚いた。院内が全て子供目線で水族館のような床や天井、壁紙を使用するなど病院らしくないような工夫がいたるところにされていた。
職員専用のフイットネスジムやゲーム機器もあり、仕事前や後に職員が利用するとのこと。ストレスを抱えず、患者だけではなく職員も「happy」になるように心がけているとのこと。

○3日目
ダイアモンドヘッドへのハイキング（朝日の鑑賞）
　山頂で朝日を観ることが目的だったが、人気ツアーのためか登り始めて間もなく日は昇ってしまった。帰りのバスの時間もあり、大急ぎで登り下山する。
ワイキキビーチの散策
　海は青く、澄んできれいだった

ショッピングセンターで買い物
デイナーショーの鑑賞：ワイキキ・スターライト：ルアウ
　ハワイ伝統のルアウ（祝宴）

○4日目
アトランテイス潜水艦に乗船し、海底散策
パンケーキの有名店で味わう。

地元のスーパーでローカルフードを購入し味わう。
○5日目

朝6：20にホテルを出発し、ホノルル空港より成田へ向かう。
成田空港13時に到着。予定より早く到着できた。乗り換え八戸へ向かう。
気候の違いと時差ぼけはあるが、出発時より体は軽く感じた。
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